
　　187

La Chimeraをめぐって──カンパーナからヴァッサッリへ

La Chimera をめぐって──カンパーナからヴァッサッリへ

林  直美

＜前置き＞ chimeraの訳語について

イタリア語で chimera [ki’mεra] と呼ばれる語は、日本語では通常、キマイラあるいはキメラであ
るが、その用法には若干の違いがある。例えば世界大百科事典（平凡社）では、「キマイラ」と「キ
メラ」の二項目が立てられており、「キマイラ」はギリシャ神話に出てくる怪物であり、「キメラ」
の方は、ギリシャ神話の「キマイラ」の名にちなむ生物学上の用語、《親が三つ以上（つまり両親
のほかにもう一つ以上親が必要）あり，二つ以上の遺伝的に異なった細胞から成る生物個体を指す》
とある。
イタリア語辞書（GRADIT）で chimeraを引くと、まず、«dal lat. chimaera(m), dal gr. khimaira propr. 

“capra”»（ラテン語の chimaeraから。ギリシャ語で元来「雌山羊」の意味の khimairaから）とある。 

つまり、元々はギリシャ語で雄山羊を指す言葉が「キマイラ」（に近い音）であり、それがギリシャ
神話の怪物にも使われていた。その後、その怪物の呼び名はラテン語でも chimaeraが使用され、“ae”
をイタリア式に「キメラ」と発音する形で後に生物学でも使われるようになった、ということのよ
うである。

GRADITをさらに見ると、«nella mitologia greco-romana, mostro favoloso, con la testa e il corpo di leone, 

una seconda testa di capra sulla schiena e la coda di serpente»（ギリシャ＝ローマ神話における、伝説上の
怪物。頭と胴はライオン、背中にもう一つヤギの頭、尻尾は蛇）とあり、これは実際、フィレンツェ
の考古学博物館所蔵のブロンズ像「アレッツォのキメラ」の描写であるとも言える。さらに紋章学
では、«con la testa di donna, petto e zampa posteriori d’aquila, zampe anteriori di leone e coda di serpente»（頭
は人間の女性、胴と後ろ足は鷲、前足はライオン、尻尾はヘビ）とある。他にもバリエーションが
あるようだが、ともかく複数の動物が一体に共存する、定義不可能な幻獣である。またそこから、
«Fantasticheria, sogno irrealizzabile o privo di qualsiasi rapporto con la realtà»（空想、白昼夢。実現不可能な、
あるいは現実と全く関係のない夢）という比喩的な用法を持つようになったのであろう。

本論では、ディーノ・カンパーナの散文詩集 Canti Orfici（初版 1914）に収録された代表的な詩
La Chimeraと、セバスティアーノ・ヴァッサッリの小説 La Chimeraとの関連を扱うわけだが、ここ
では、この同一作品名 La Chimeraに言及する場合は、定冠詞を省きイタリア語の音に近い形で 、『キ
メーラ』と記する。また、ギリシャ神話に登場する怪物として一般名で使用する場合は「キマイラ」
とする。

chimeraという言葉をどう発音するかという問題は、本質的な問題ではないが、この語に複数の
読みと意味があることから、表記の混乱を防ぐためあらかじめ断っておきたい。
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キマイラを題名に含む文芸・芸術作品は数多く、決してこのふたつにとどまらないが、ヴァッサッ
リの小説『キメーラ』は、確実にカンパーナの『キメーラ』にちなむものであり、カンパーナへの
オマージュ的作品である。あるいは、すべてのカンパーナ的存在への鎮魂歌ともいうべきものなの
である。

1. Dino Campana

1.1 詩人カンパーナと “poeta-pazzo-genio” 神話
カンパーナの代表的な詩 La Chimera について語る前に、少々長くなるが、詩人カンパーナと、生
前に出版された唯一の散文詩集 Canti Orficiについて語る必要があると思われる。

マッラーディMarradi（トスカーナ州フィレンツェ県）生まれの詩人ディーノ・カンパーナ
（1885–1931）は、文字通り大変不遇な人生を送った。要約すれば、幼少の頃からの母親からの拒絶
がその不幸の根底にあり、現在から見ればありふれた不適応を起こしていたのだが、世間体を重視
する環境の中、狂人扱いされたあげく、精神障害があると断定され、禁治産者となり、決して貧し
くない家庭に生まれたにも関わらず貧困の中で一生を送ることとなった。
詩人としては、ただ一冊の散文詩集 Canti Orficiを 1914年に出版しただけで、幾度となく逃避と

放浪、逮捕、刑務所入り、あるいは精神病院への入退院を繰り返した後、1918年、本格的に心身
共に患い、没年（1931）までカステルプルチ Castelpulciの精神病院で過ごした。かかる一部の客観
的事実から、この極めて不遇の詩人をめぐっては、 “poeta-pazzo-genio”（詩人＝狂人＝天才）といった、
「ロマンティック」かつ「文学的」な、要するにある程度宣伝効果のある「安易」なイメージがつ
きまとい、まるで彼の詩才と狂気の間に何か関係があるかのような神話が成立し、しまいには精神
科医による「狂気と天才」をテーマにした書物 1までがまことしやかに書かれ、それに基づいたイ
メージが増幅されてゆく、といった現象が起こったのだが、この件については後に言及する。
カンパーナの詩に関しての評価は、たいてい真っ二つに分かれる。かなり簡略化して言えば、「熱

愛」するか、「眉唾もの」と見るか。その状況は、たとえば、Luperini（1992: 210）が詩人カンパー
ナに対する自身の相反する態度 «Da un lato un grande amore e dall’altro un grande sospetto» （非常に愛着
を感じる一方、大きな懐疑を抱く）と重ね合わせて、簡潔に説明している。

Basti ridcordare i giudizi opposti delle due più importanti antologie di poesia degi ultimi vent’anni, quella di 
Sanguineti e quella di Mengaldo. Opposti sul serio, nel senso che Sanguineti dice che Campana è un maestro 
dell’avanguardia moderna e addirittura è un’alternativa storica alla tradizione del Novecento, mentre Mengaldo 
dice: «era un tramonto che poté sembrare un’alba!», e sembra collocarlo in ambito carducciano-dannunziano.
（最近 20年間に出版された最も重要な詩のアンソロジーに見られる対立する二つの評価、つま
りサングイネーティの評価とメンガルドの評価に言及すれば事足りる。全く逆なのである。サ
ングイネーティはカンパーナを近代前衛主義の模範であり、20世紀の技法の主流からはずれた
特筆すべき詩人とまで評価したのに対し、メンガルドは《夜明けの印象を与えた日没》と評し、
カルドゥッチ＝ダンヌンツィオの系譜に位置づけているようである。）

1 Pariani C., Vite non romanzate di Dino Campana scrittore e Evaristo Boncinelli scultore, Firenze, Vallecchi, 1938.
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この二つのアンソロジーというのは、サングイネーティの Poesia italiana del Novecento （1969）と、メ
ンガルドの Poeti italiani del Novecento （1978）である。メンガルドは実際、カンパーナを（酷）評し
て次のように言っている（Mengaldo 2005: 279）。

（...） ben altrimenti che preannunciare una nuova figura di poeta （orfico o avanguardista）， prolunga – nella 
sua stessa dolorosa biografia – quella irrimediabilmente ottocentesca del poète maudit （...） senza la coscienza 
necessaria per trasformare il suo autentico disagio della civiltà in vera contestazione dell’ordine o barbarie di-
struttiva. （（オルフィスム的あるいは前衛的な）新しい詩人像を予告するどころか、─彼自身の
苦痛に満ちた生涯そのものの中で─「呪われた詩人」というどうしようもなく 19世紀的な詩
人像をひきずっている。自身の真正の社会不適応を、真の意味での社会秩序への異議申し立て、
もしくは、破壊的な野蛮行為へと変換するために必要な意識もなしに。）

要するに、スタイルは古いし、ラディカルな社会的意識が感じられない、というわけであり、率直
に言って、カンパーナの詩と人生を混同し、詩というものに反既存社会的役割を求める、一見逆に
見えるが実は「ロマンティック」というか「（余りに）文学的」な視点からの評価と言えよう。
しかし、このような解釈を喚起するのもまた “poeta-pazzo-genio” という神話が当然のごとくまか
り通っていたせいであるとも言える。ここでひとこと言及しておきたいのは、これらのアンソロジー
が編まれた頃には、Canti Orficiの初の優れて文献学的な注釈本であるチェラジョーリによる版 （Ce-

ragioli 1985） はまだ出ていなかったということである。1941年以来ファルクイ （Enrico Falqui） 監修
によるものが、改訂版も含めて版を重ねていたが、それはいわゆる “poeta-pazzo-genio” 神話をなぞ
るものであった。メンガルドの評は、それに基づくものであるとすると、ある程度納得はゆく。
アソル・ローザは、カンパーナが兎にも角にも「マージナル」な詩人であることの理由として、

カンパーナにつきまとう「狂気」について以下のように語っているが（Asor Rosa 1999: 13）、現在
ではこれが一般的なスタンスと言えるのではないか。

Io penso innanzi tutto che abbiano contribuito a determinarlo le vicende esistenziali del nostro autore: il disa-
gio, il malessere, la sua irresistibile pulsione al vagabondaggio, la fuga, la sregolatezza, in una parola quella che 
gli psichiatri del tempo, forse sbagliando anche clinicamente, chiamavano la sua follia, ed era invece la sua di-
versità（私は何よりもこの詩人の実存的な状況が、そのこと（マージナルな存在であること N.d.T.）
を決定したと考える。ここで実存的な状況というのはつまり、生き難さ、不安、放浪への衝動、
逃亡、放埓さといった、ひとことで言えば、当時の精神科医たちが、おそらく臨床学的な誤り
を犯しつつ狂気と呼んだものだが、それは単に他の人々との相違なのだった）

しかし、そもそもこのまことしやかな “poeta-pazzo-genio” 神話が、いかに無根拠なものであるか
については、ヴァッサッリの次の言葉 （Vassalli 2008: 16-17） を引用すれば十分かと思われる。

Non ho mai creduto, nemmeno per un attimo, nella favola del “poeta pazzo”. L’accoppiata romantica genio-
follia mi ha sempre fatto sorridere, e non ho mai attribuito un gran peso nemmeno all’espressione “poeta not-
turno” che sta così bene nella Chimera, ma che fuori da quel contesto non significa granché. / Mi incuriosiva 
la vicenda umana di Campana. Nessuno, checché ne pensino gli allocchi, è mai stato grande poeta perché paz-
zo; e nessuno è mai diventato pazzo perché gran poeta.（私は、「狂気の詩人」などというおとぎ話を一
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瞬たりとも信じたことはない。天才＝狂気のロマン主義的な組み合わせには、昔も今も、苦笑
する他はない。たとえば「夜の詩人」という表現も、あまり重要だと思ったことはない。あれ
は『キメーラ』のような詩にはよく似合う表現だが、あのコンテクストから出てしまったとた
ん大した意味はない表現である。／私が興味を持っていたのは、カンパーナという人間がどう
いう生涯をたどったかである。どこの阿呆が何と思おうと、狂人だから大詩人だった者など一
人もいたためしはないし、大詩人だから狂人になった者など一人もいたためしはない）

1.2. Canti Orficiの受難と救済
散文詩集 Canti Orficiは、出版前からチェラジョーリの版が出るまで、様々な憂き目に遭っている。
それは、Canti Orficiの元になる草稿 il più lungo giorno（『最も長い一日』）の紛失事件から始まる。

1913年 1月に、当時いわばスター的存在であったパピーニ （Giovanni Papini） とソッフィチ （Ardengo 

Soffici） により、文芸誌 Lacerba（『ラチェルバ』）がフィレンツェで創刊された。その雑誌の存在を
知り、自らの詩の発表を願うカンパーナは、同年冬にパピーニに会って草稿を渡したが、作品は結
局発表されず、草稿は紛失、という結果となった。そのいきさつは、カンパーナが数年後、自身の
良き理解者であったチェッキ （Emilio Cecchi） に宛てた手紙 （Cacho Millet 1985a: 138-143） から窺え
るが、パピーニはこのぼろをまとった若者の持参した詩を適当に褒め、誌上への発表の口約束だけ
して、結局発表はせず、その草稿をソッフィチに渡し、ソッフィチがそれを紛失した、ということ
のようである。実際、その草稿は、ソッフィチの家で 1971年に発見される。実にカンパーナの死
後 40年後のことである。その際、この草稿が、il più lungo giornoと題されていたことが判明した。
この草稿は、こともあろうにカンパーナにとって唯一のまとまった手書き原稿であった。先述の

チェッキへの手紙 （Cacho Millet 1985a: 141） では、«quello che era la sola giustificazione della mia esistenza»

（自分の存在を正当化する唯一のもの）と言っている。パピーニに草稿の返還を再三要求したが、
先述の通り、結局カンパーナの生前に草稿が発見されることはなかった。とはいえカンパーナは半
年余りの内に記憶をたよりに詩を再現し、173ページの Canti Orficiを完成させ、1914年、地元マッ
ラーディの Ravagli印刷所で初版 1000部の印刷の契約に漕ぎ着ける。経済的困難の中での自費出版
である 2。
初版以後の特筆すべき版を以下に挙げる。

（1） 1914年　作者自身による初版（Ravagli印刷所）
（2） 1928年　ビナッツィ Bino Binazzi監修の改訂（改悪）版（Vallecchi）
（3） 1941年～ 1973年　ファルクイ Enrico Falqui監修の初版の再現版と、それ以降の、ノートや書
簡類を追加、改訂したファルクイ監修による版（Vallecchi）
（4） 1985年　チェラジョーリ Fiorenza Ceragioliによる初版に極めて忠実な詳細な注釈本（Vallecchi）
（5） 1989年　ヴァッサッリ Sebastiano Vassalliおよびフィーニ Carlo Fini監修の、ノートや未発表作
品も含めた、チェラジョーリ版の方針にのっとった版（TEA）

簡単に説明すると、（1）から（2）、（3）においては、作者自身の手を離れ、不可思議な訂正も加
えられ、 “poeta-pazzo-genio”伝説が強化されていった。（4）は、初版にあくまでも忠実に、1971年
に発見された草稿 il più lungo giornoも考慮に入れての綿密な注釈がなされ、カンパーナの純粋に詩
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人としての評価が高まることとなる。（4）、（5）で、カンパーナを狂人扱いせずその詩を評価する
流れが形成されたと言える。

（2）のビナッツィ版 （Binazzi 1928） は、1918年から死の年 1931年まで精神病院にいたカンパー
ナの許可を得ないまま手が加えられ（改悪され）、出版されている。それについてカンパーナは、
1930年に弟マンリオManlioに宛てた手紙 （Cacho Millet 1985a: 243） で «i continui errori del testo che è 

così irriconoscibile»（（これが自分の詩かと）見紛うほど、テクストの誤りの連続）が見られると嘆
いている。そして、マッラーディで印刷した初版を捜してほしいと頼んでいる。
（3）のファルクイ版は、まずカンパーナの死の 10年後に、Canti orfici （terza edizione） として出版
されており、初版でカンパーナがこだわった Canti Orficiと両方大文字で書かれたタイトル 3が、or-

ficiと小文字にされ、Canti orficiとなっている 4。これ以降、ファルクイ版は、徐々に解説や未発表
原稿等を追加しつつ、Canti orfici e altri scritti という題で、1952年、1960年、1962年、1966年と版
を重ね、1973年に Opere e contributi という題をもって幕を閉じる。現在は再版されていない。
ファルクイによる解説は、精神科医パリアーニによるカンパーナの伝記 5の影響を少なからず受

けている 6。パリアーニは、1926年から 1930年まで、何度も精神病院にカンパーナを訪れ、イン
タビューしたり、手紙を送ったりしており、この伝記はそれを元に書かれているのだが、のっけか
らこうである。

Poeta è Dino Campana, rinchiuso vari anni in un manicomio. Indaghiamone i fatti particolari per conoscere 
l’ingegno e il carattere, per sapere quali influenze su essi ebbe la psicopatia in cui cadde. （Pariani 1994: 23）（詩
人の名はディーノ・カンパーナ。長年精神病院に入院している。ここでは特に、その天賦の才
能と性格を知るため、また、彼の陥った精神病がその詩才と性格とにどのような影響を与えた
かを知るための事実を調査してゆく。）

ここから窺えるのは、カンパーナの詩の才能が精神病と関係しているかどうか、でさえなく、そ
こに何らかの関係があることを大前提としている、ということである。しかし、実際、カンパーナ
が本格的に精神を病みだしたのは、1918年、すなわち散文詩集出版後のことであり、それも梅毒
による可能性が高い。カンパーナは 1915年に腎炎を患って入院し、その後急激に健康を害するが、
それもおそらく梅毒が原因だったと考えられる 7。
（4）は、当時ピサ高等師範学校で教えていたレオパルディ研究家であるチェラジョーリによる版 

（Ceragioli 1985） であり、カンパーナの意をできる限り汲む、Canti Orficiの本来の姿に忠実であり文
献学的に極めて誠実な、いわば救済版ともいえるものである。これによりカンパーナの作品はよう

3 Ravagli印刷所との契約書には明確に Canti Orficiと両方大文字で書かれている。Cfr. Cachot Millet （1985b: 116）
4 この学校教育的な訂正が的を射たものでないことは、次項（2.3.）で改めて述べる。
5 Pariani C., Vite non romanzate di Dino Campana scrittore e Evaristo Boncinelli scultore, Firenze, Vallecchi, 1938.この版は現在入手
不可能。
6 Cfr. Falqui （1973: 127）．
7 Cfr. Vassalli （1989: XXVI） «（1915）．..in cura per «nefrite»: pià probabilmente, malato di sifilide.», （1989: XXVIII） «（1931）．..
S’ammala improvvisamente d’una malattia misteriosa （che però, forse, è quella stessa per cui era stato curato all’ospedale di Marradi nel 
1915, per cui era entrato in manicomio nel 1918...）．»
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やくその晩年の「狂気」と切り離して評価され、20世紀最大の詩人のひとりとして数えられる基
礎を築いた。（人生においては女性に恵まれなかったが 8、カンパーナを全く狂人扱いすることな
くその詩を救い、細かに検証し、高く評価したのが女性であったことは、一種感動的なものがある。）
このチェラジョーリ版が出るまで、ノートや書簡類を含めた全集的なものとして定評のあったファ
ルクイ版は、現在は再版されていない。
カンパーナ自身による初版を除き、このチェラジョーリ版もまた、ビナッツィ版、度重なるファ

ルクイ版を出してきた Vallecchi社による版であり、この出版社にとってはいわば汚名返上の重要な
一冊であったとも言える。現在は Rizzoli社（BUR） が取り扱っている。
（5）のヴァッサッリ＝フィーニ版は、1973年のファルクイ版からアレラーモとの往復書簡を省き、
カンパーナの創作に的をしぼったもので、ヴァッサッリが序文と年譜、フィーニがテクストの注釈
を担当している。ビナッツィ＝ファルクイ路線で固められていった “poeta-pazzo-genio” 神話を解体
し、カンパーナが人間として、また詩人としても、狂人扱いされてきたことの不当性を明言するも
のである 9。

1.3. Orfici か orfici か
先にも触れたように、カンパーナ自身による初版のタイトルが Canti Orficiと両方とも大文字で
書かれていたのは、偶然や間違いではなかった。しかし、ファルクイ版に限らず、この散文詩集を
指す言葉として、そこかしこで Canti orficiと、orficiが小文字で書かれたものが見られるのが事実
である。とはいえ、わざと変えたというより、特に意識せずに「普通に」書けば小文字になるとい
うのがより事実に近いと思われる。実際、カンパーナの良き理解者であったチェッキでさえ、小文
字で書いていたりするのである。それを元の大文字に戻したのは、かのチェラジョーリ版であった。

なぜカンパーナがその作品に Canti Orficiと名付けたのか、に関してのチェラジョーリの解釈 

（Ceragioli 1985: XVI-XVIII） は、きわめて示唆的かつ的確である。
草稿（“il più lungo giorno”）にあった唯一のディオニソスに言及した詩が Canti Orficiから省かれて
いることを例に挙げつつ、«Campana usa orfico non più come attributo di un esoterismo ottocentesco, ma 

con riferimento alla tendenza cubista che Apollinaire andava teorizzando»（カンパーナが orficoという言葉
を使うとき、そこに 19世紀的秘教的な意味はすでになく、アポリネールがキュビスムに関して理
論化しつつあった一傾向に言及しているのである）と言っている （Ceragioli 1985: XVII）。つまり、
ロベール・ドローネー Robert Delaunayらの、写実から離れ、色彩と音楽性を追求するオルフィス
ムのことであり、カンパーナはきわめて同時代的にこの言葉を使用した、というわけである 10。こ
の意味では、Canti Orficiは、「オルフェウスの歌」というより「オルフィスムの歌」と訳しうる。
このチェラジョーリ版以降、Canti Orficiをうっかり Canti orficiと書くことは実質上許されなくな

8 母親との関係は生涯良くなかった。母親代わりをした二人の伯母にはかわいがられたとはいうものの、カンパーナの人
生は女性に疎いものであった。唯一、Canti Orficiに感動したシビッラ・アレラーモ Sibilla Aleramoとの短く激しく苦しい
恋愛関係（1916-1918）があったが、それも不幸な別離を迎えた。
9 現在は、DINO CAMPANA.Opere.Canti Orfici e altri versi e scritti sparsiとして TEAから出版されている。
10 一見類似した言葉を使うところからダンヌンツィオ的と評されやすいカンパーナであるが、実際、それは表面的な議論
にすぎない。
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り、カンパーナの詩に関して「ダンヌンツィオ的」と評したり「デカダンス」「耽美的」といった言
葉を使用するにはかなりの注意を要するようになったはずである。
チェラジョーリはまた、カンパーナが orficoという言葉に、その本来の意味を託したことも述べ
ている （Ceragioli 1985: XVI）。

Orfico ribadisce l’origine divina e misteriosa della poesia, concezione che sta alla base non solo della poetica di 
Campana, come appare dall’interpretazione del suo testo, ma rappresenta anche una componente del suo modo 
di essere（「オルフェウス的」という言葉は、詩の神々しく神秘的な起源を強調するものである。
この概念は、カンパーナにおいては、テクスト解釈からわかるように、その詩学の根本にある
だけでなく、彼の在り方の一要素を表現するものである）

ここでチェラジョーリは、カンパーナの「純粋な詩の追求」の姿勢を述べていると思われる。し
かし、カンパーナの存在をオルフェウス的というとき、オルフェウスの最後、すなわち八つ裂きに
されて死ぬ、ということも考慮に入れていたとはずである。Canti Orficiは、その結び辞として、以
下のホイットマンの言葉を載せている。これは、カンパーナ自身が非常にこだわったものである。

They were all torn

and cover’d with

the boy’s

blood

1.4. La Chimera

Canti Orficiに収録されたカンパーナの最も有名な詩が、La Chimeraである。
この詩の元になったのはMontangna-La Chimera （『山＝キメーラ』）という題の作品で、1912年 12

月 8日付けでボローニャ大学の学生らが出版した雑誌（第一号で終わったが）Il Papiro に発表された。
題名においてはMontagnaの語のほうが La Chimeraより強調されており、この詩が山のイメージか
ら生まれたことが察せられる 11。
この詩について、カンパーナ自身は、プレッツォリーニに宛てた手紙 （Cacho Millet 1985a: 57） の

中で、 «la più vecchia la più ingénua delle mie poesie, vecchia di immagini, ancora involuta di forme: ma Lei vi 

sentirà l’anima che si libera»（自分の書いた詩の中で最も古く最も純真なもの。そのイメージは古く、
形は未だ晦渋さを脱していませんが、（あなたは）魂が解き放たれるのを感じることでしょう）と
自評し、（おそらく La Voce誌への）発表を願ってこの詩を書き添えている 12。

詩の題はキマイラであるが、これについて、チェラジョーリは、«La Chimera non è solo una figura 

femminile ideale, come di solito si dice, ma anche una figurazione della poesia, quale Campana la concepì da gio-

vane»（「キマイラ」は、理想の女性像であると言われているが、それだけではなく、「詩」の象形

11 Cfr. Ceragioli （1985: 71）
12 Canti Orfici 中のものとは、最初の roccie が rocceとされており（この違いから、Canti Orficiでの roccieの i は、作為的で
あることがわかる）、詩の末尾にエクスクラメーションマーク（!）が付けられている、という違いがある。



194　　

林  直美

でもある。それは、カンパーナが若い頃に抱いた概念である） （Ceragioli 1985: 71） と述べているが、
Fini （1989: 104） もはっきりと、«la poesia-chimera»（詩＝キマイラ）と言う。
この詩には、«Suora de la Gioconda»、«Regina adolescente»、«Musica fanciulla esangue»など、女性的な
イメージが頻出するが、それはたとえばダンヌンツィオ的に「女性」というイデアを歌うのではな
く、「詩」に女性的イメージをまとわせてはいるが、この詩のテーマは、純粋な「詩」の追求であ
ると言える。その姿さえ見たかどうかもよくわからない、キマイラとしての詩 （poesia-chimera） を
どこまでも追求する詩なのである。
以下、参考に、カンパーナの詩 La Chimeraを掲載する。

La Chimera

Non so se tra roccie il tuo pallido
Viso m’apparve, o sorriso
Di lontananze ignote
Fosti, la china eburnea
Fronte fulgente o giovine
Suora de la Gioconda:
O delle primavere
Spente, per i tuoi mitici pallori
O Regina O Regina adolescente:
Ma per il tuo ignoto poema
Di voluttà e di dolore
Musica fanciulla esangue,
Segnato di linea di sangue
Nel cerchio delle labbra sinuose
Regina de la melodia:
Ma per il vergine capo
Reclino, io poeta notturno
Vegliai le stelle vivide nei pelaghi del cielo,
Io per il tuo dolce mistero
Io per il tuo divenir taciturno.
Non so se la fiamma pallida
Fu dei capelli il vivente
Segno del suo pallore,
Non so se fu un dolce vapore,
Dolce sul mio dolore,
Sorriso di un volto notturno:
Guardo le bianche rocce le mute fonti dei venti
E l’immobilità dei firmamenti
E i gonfii rivi che vanno piangenti
E l’ombre del lavoro umano curve là sui poggi algenti
E ancora per teneri cieli lontane chiare ombre correnti
E ancora ti chiamo ti chiamo Chimera.

また、以下に筆者による試訳を掲載する 13。翻訳の際には、主に Ceragioli （1985: 73-76） の注釈を
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参考にした 14。

幻
キメーラ

獣

はたして岩の合間にあらはれたのは
おまへの蒼ざめた面

おも

輪
わ

だつたのか
おまへは人知れぬはるかな地の微笑みだつたのか
白
しろ

々
じろ

と輝く額
ぬか

を傾
かたぶ

けた
あゝ　モナ・リザの妹よ。
あゝ　その面輪のかの蒼

そう

白
はく

さに
色あせたいにしへの春の
あゝ　うら若い女王よ。
されどわたしは
ひとすじの血で縁どられた
波うつくちびるの内に閉ざされた
悦びと苦しみのにじむ
いまはまだ誰も知らない
おまへの詩

うた

のために
あゝ　蒼ざめたをさない歌姫よ
あゝ　旋律の女王よ、
そのうつむけた穢れない頭

かうべ

のために
わたしこと夜の詩人は　まんじりともせず
空の大洋に燦々ときらめく星々を見つめるのだつた
おまへの甘美な神秘のために
おまへの口をつぐませるために。
はたしてその髪のほのかな炎は
蒼白さの内なるいのちの印だつたのか、
はたしてそれは吾が痛みをいやす
甘やかな靄であつたのか
ほの幽

ぐら

い夜
やぎ

行
やう

の微笑みよ、
わたしは見る　白い巌を風の無言の出所を
そして　不動の天穹を
そして　雨にふくらみ涕にむせぶせせらぎを
そして　かなたの凍える丘に汗する者たちの屈んだ影を
そして　あえかな空にはるかにたなびく陰影のほの白むのを見てもなほ
なほもわたしは　おまへを　幻

キメーラ

獣　おまへを呼びもとめてゐるのだ。

13 Colgo l’occasione per ringraziare il dott. Giuseppe Pappalardo per la sua affettuosa partecipazione e i suoi preziosi consigli per la traduzio-
ne di questa poesia.
14 カンパーナの詩のダンヌンツィオとの類似が論ぜられる時、それは音楽性、つまり「音色」「響き」「リズム」の重視とい
う意味において論ぜられる限り正しい指摘であるため、なるべく音にも配慮した。また、カンパーナは表現は平易だが懐
古趣味的な言葉を使うことから、翻訳では新しい言葉遣いと古いひらがな表記を組み合わせた。
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2. Sebastiano Vassalli

2.1. ヴァッサッリの『キメーラ』
セバスティアーノ・ヴァッサッリ（Sebastiano Vassalli 1941年ジェノヴァ生まれ）は、1990年に小
説 La Chimera（以下『キメーラ』又は Chim.V.と記載）を発表し、同年にストレーガ賞を受賞する。
作者の独白である序章と終章を除いた物語部分は、西暦 1600年の前後 20年間（1590 – 1610）、イ
タリア北部ノヴァーラ地方を舞台としたもので、アントニアという名の女性の 20年間の短い一生
を軸に、当時の社会事情を詳細な史実をふまえジャーナリスティックに描いた歴史小説である。時
代設定や手法において、一見して、マンゾーニの歴史小説 I promessi sposi（いいなづけ）と似てはい
るが、根本的に違うのは、『キメーラ』には教養小説的要素が一切なく、キリスト教的道徳を背景
に持たないことである。
マンゾーニの『いいなづけ』が、17世紀のロンバルディアを描きつつ、これから生まれる「イ

タリア国民」、つまり未来に思いを馳せる、リソルジメントを代表する作品だったとすれば、ヴァッ
サッリは、その 150年後に、小説『キメーラ』の序文で «nel presente non c’è niente che meriti d’essere 

raccontato. Il presente è rumore» （Chim.V., 5）（現在には語るに値するものは何もない。現在は騒音だ）
と言い、無から生まれ無へと帰する、語られることによってのみ、その語られる間だけ、霧の晴れ
間に見える鮮やかな風景のように浮かび上がる過去を、ニヒリズムと諦念と怒りと愛情を持って語
る。「こうあるべき」という意識はないが、「あるがままでしかない」という、怒りを含む諦念に満
ちている。

現在のノヴァーラ市はピエモンテ州にあるが、16世紀にはミラノ公国に属していた。1559年の
カトー・カンブレジ条約によりフランスがイタリアから手を引き、ミラノは神聖ローマ帝国の領有
となり、ノヴァーラは完全にスペインの支配下にあった頃である。
そのノヴァーラで、おそらくスペイン人の血を引くアントニアは最初捨て子として登場し、修道

院付属の孤児院で育ち、ザルディーノという村の夫婦に、当時としては珍しく、「下女」ではなく「娘」
としてひきとられ、美しく育つが、最後にはいわれのない罪で裁判にかけられ魔女として火刑に処
される。
主人公アントニアに焦点をあてればこのような顛末なわけだが、実際の物語は、主人公以外の人

物や社会の状況の話が大半である。それに、主人公の内面や苦悩などといったものが描かれるわけ
ではない。独白といったものがない。彼女の一生は一種の基準点として存在するばかりであり、た
だ彼女が抵抗のしようもなく社会のメカニズムにからめとられ、様々な人々の都合や権力がからん
でいつの間にか魔女に仕立て上げられ、最終的に火刑という形で、一種祝祭の生贄の如く排除され
るまでを物語りつつも、小説の大半は、史実をふまえた情景描写や状況説明、他の歴史的人物の描
写なのである。
ただひとつ内面らしきものが存在するとすれば、それは作者ヴァッサッリのものである。序章、
終章ともに Nulla（無）という題がつけられ、作者はその独白の中で、このアントニアの物語を、「無
から生まれ、無に帰する」物語として枠付けする。
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物語の主人公アントニアは 1590年に捨て子として修道院付属の孤児院に受け入れられ、1610年
に魔女として火刑にされる。きっちり、西暦 1600年の前後 20年間という設定である。
西暦 1600年と言えば、周知の通り、異端の罪に問われたジョルダーノ・ブルーノがカンポ・デイ・

フィオーリ広場で火刑にされた年である。ルネサンスの終焉を象徴する出来事であった。対抗宗教
改革を公式に推進すべくトレントで公会議（1545-63）を召集したパウルス 3世は、その少し前にロー
マに異端審問所 （Sant’Uffizio） を設置している。1487年にドイツで刊行された J.シュプレンガーと
H.クレーマーによる『魔女への鉄槌』は、1455年に活版印刷が始まっていたこともあり、その後、
公式にではないが実質的に魔女裁判のハンドブックとして大いに普及した。そんな時代であり、ア
ントニアは、そんな時代の中で、まるで、ひとひらの葉が嵐にあえなくひきちぎられ、もてあそば
れ、雨に打たれ、地面に落ち、ふみつけられていくように、その生涯を終えるのである。

2.2. ヴァッサッリとカンパーナ
以上がヴァッサッリの小説『キメーラ』）およびその背景であるが、この 17世紀初頭のノヴァー

ラの魔女裁判に関わる歴史小説の題がなぜ、日本ではキメラないしキマイラの名で知られている伝
説上の怪物の名を持つのか。何の関係があるのか、という疑問がわくのはごく普通の反応であろう。
物語中には怪物キマイラに関する言及は皆無である。たとえば序文やエピローグをとばして物語の
本文だけ読む場合、あるいはヴァッサッリという作家の履歴に無関心な場合、この題名が何のこと
だかわからなくても自然だと言える。
ところで、本論冒頭で述べたように、「キマイラ」には、「空想、白昼夢。実現不可能な、あるい

は現実と全く関係のない夢」という意味がある。そこから、この物語全体、あるいは歴史というも
の自体を白昼夢の如きものと見なしてのタイトルである、という解釈も成り立つし、序文やエピロー
グを読む限り、ヴァッサッリにはそのような意図もあったはずである。しかし、ヴァッサッリの読
者であれば、1984年刊の、La notte della cometa（『彗星の夜』。以下 NC）とのつながりを読みとるこ
とが可能である。これはその副題 Il romanzo di Dino Campanaが示すとおり、詩人カンパーナに関す
る伝記的小説であり、その巻末には、それこそ、カンパーナの詩『キメーラ』が添えられているの
である。
彼自身 «Sono quattordici anni che ricerco la verità della vita di Dino Campana»（ディーノ・カンパーナ

の生涯の真実を追究して 14年になる）（NC, 9）と言っているように、ヴァッサッリはカンパーナの
研究者でもあり、1989年（小説『キメーラ』発表の前年）に出版された、カンパーナの作品集の
序文と年譜 （Op. C., I-XXVIII） を担当している。
ヴァッサッリはカンパーナのことを、«il mio babbo matto, il poeta Dino Campana»（私の気の触れた

親父、詩人ディーノ・カンパーナ）（Chim.V, 4）と呼んでいる。これは無論、精神的な父親、くら
いの意味であり、ヴァッサッリのカンパーナを慕う気持ちがこめられている。しかしもちろん、
ヴァッサッリは «poeta-pazzo-genio» の意味で mattoと言ったわけではないことは、1.1 の末尾で述べ
たとおりである。

小説『キメーラ』がカンパーナの詩にちなむことは、小説中では序文（Chim.V., 4）においてわ
ずかに仄めかされているのみである。
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Campana era arrivato a Novara una sera di settembre, in treno, senza vedere niente perché fuori era già buio e 
la mattina del giorno successivo, attraverso le inferriate di un carcere, gli era apparso il Monte Rosa in un “cielo 
pieno di picchi / bianchi che corrono” : un’immagine inafferrabile e lontana come quell’amore che lui allora 
stava inseguendo e che non avrebbe mai raggiunto, perché non esisteva... Una chimera! Da lassù, dalla sommità 
della chimera, per un percorso tortuoso e in più punti scavato nella roccia viva, discende a valle il fiume Sesia, 
（...）
カンパーナが９月のある日の夕方ノヴァーラに列車でついたとき、あたりはもう暗くて何も見
えなかったが、翌朝、牢の鉄格子のむこうに、「白い頂のつらなる空に」モンテ・ローザが姿を
あらわしたのだった。彼が当時追い求めていたあの愛のようにつかみどころなく遠いイメージ
として……　しかしそれは存在しないがゆえに、決してたどりつくはずのないイメージ……　
キマイラ！
あの上の方、キマイラの頂からは、あちらこちらでむき出した岩をうがち、のたうつようにセー
ジア川が谷を下ってゆく。

ここで la sommità della chimera （キマイラの頂）という言い方の中で言及されている「キマイラ」は、
アルプス山脈中のモンテ・ローザの山塊の比喩である。カンパーナはMontagna – La Chimera （山 – 

キメーラ）という題の詩を書いているが、これが、カンパーナの代表的な詩 La Chimeraの下敷きだっ
たことは、すでに述べた通りである。
ここで言われる「9月のある日」というのは、1917年 9月 11日、不審人物としてノヴァーラで

逮捕された時のことである。その後すぐにアレラーモの助けにより釈放されたが、それから間もな
くカンパーナの精神状態は本格的に悪化し、翌年 1月にはフィレンツェの精神病院に緊急入院、そ
の後、3月に、残りの人生をそこで過ごすこととなるカステルプルチの精神病院に入院した。カン
パーナは、いわばこの時点で、この世の人ではなくなったのである。
ヴァッサッリの描くこのエピソードにおいて、まるでキマイラの化身であるかのようなモンテ・

ローザを眺めるカンパーナは、最後まで poesia-chimeraを追い求める詩人として描かれていると言っ
て良い。そして、小説は、カンパーナの人生が閉じるところから始まるのである。
小説『キメーラ』の舞台は、そのノヴァーラ近郊で 15あり、現在のピエモンテ州の、モンテ・ロー
ザのふもとに広がる平野部である。そこで生活をいとなむ人々の姿、田んぼで泥まみれで働く人々
の様子は、カンパーナの詩の «E l’ombre del lavoro umano curve là sui poggi algenti» （そして　かなたの
凍える丘に汗する者たちの屈んだ影を）という一節 （Chim. C., 76） を想起させる。詩＝理想を追い
求める中にも一瞬、大きな歴史の中ではとるにたらぬような、大地の上に生きる人間の営みに送る
一瞥である。この一瞥ゆえに、カンパーナはダンヌンツィオと袂を別ち、ヴァサッリにつながるの
だと私には思える。
そして、ヴァッサッリにとって、アントニアは、いわば大勢のカンパーナ的人物のうちの一人で

ある。アントニアもカンパーナも、ふと気づいた時にはすでに時代の流れの中にからめとられ、社
会の歯車の中で自由に身動きできないまま、魔女に、あるいは狂人に仕立て上げられ、魔女は火あ
ぶりに、狂人は精神病院に閉じ込められ、社会から排除されてゆく。
この小説の見開き右ページの題の下に添えられた文句 «Per la notte dei tempi […] / All’anima del 

15 ちなみに、ヴァッサッリ自身、ノヴァーラ近郊の町 Biandrateに住んでいる。



　　199

La Chimeraをめぐって──カンパーナからヴァッサッリへ

mondo, insaziabile» （あらゆる時代の夜のために […] / この世界の飽くことを知らぬ魂のために）も
また、13世紀末の異端にまつわる、カンパーナの Guglielmina e Manfreda al balcone (Secolo XIII)16 とい
う詩の末尾の引用である。ちなみに、マンフレーダというのは、ミラノのヴィスコンティ家のマッ
テーオのいとこで、当時聖女と崇められていたグリエルミーナを信奉し、1300年に異端の罪によ
り火刑に処せられた。その後マッテーオに不利になるようこの事件が使われていることから、異端
を口実に政治的理由で消された可能性が高い 17。カンパーナが詩の題材にしたこの人物もまた、＜
カンパーナ的＞存在なのである。
このように、実はこの小説は最初からディーノ・カンパーナへの言及に満ちているのである。

カンパーナにとって、自分の詩を出版することは、それこそ、実存的というより 18歴史的な意
味で「生きるか死ぬか」の問題だった。カンパーナは、結局自分で実現するに至り、今も何らかの
形で我々の間に生きているが、たとえば、おそらく文字も書けなかったであろうアントニアのよう
な無名の存在は、その命が消えたあとには、ヴァッサッリのような作家によって「語られる」こと
によってのみ「存在」する、キマイラのような存在となるのである。

ヴァッサッリはいわば、カンパーナからキマイラの夢を引き継ぐようにしてアントニアの物語を
語ったわけだが、最後に、カンパーナの存命中、おそらくその数少ない真の友たりえたエミリオ・
チェッキがこの詩人について語った言葉を借りて、結びとしたい。

Ho conosciuto alcuni poeti, nostrani e forestieri. Non pretenderò che fossero poeti immensi; ma erano di certo 
fra i massimi che l’epoca poteva mettere a mia disposizione. Accanto a loro, provavo ammirazione, riverenza. 
Accanto a Campana, che non aveva affatto l’aria d’un poeta, e tanto meno d’un letterato, ma d’un barocciaio: 
accanto a Campana, si sentiva la poesia come se fosse una scossa elettrica, un alto esplosivo. 　（Cecchi 1952: 
318） （私は、イタリア人にせよ外国人にせよ、何人かの詩人の知己を得てきた。巨星のごとき詩
人達だったなどと言うつもりはないが、当時私が知り得る最良の詩人に数えられる人々だった。
彼らの傍らで、私は賞賛や尊敬の念を抱いた。一方、カンパーナは、詩人という感じは全くし
ないどころか、文学者とも思えない、せいぜい下品な荷車屋という感じだった。しかしそのカ
ンパーナの傍らでは、まるで電気ショックか強力爆弾のように、「詩」そのものが感じられた。）

16 参考までに、カンパーナの詩 Guglielmina e Manfreda al balcone （Secolo XIII）を掲載する。Eccoci sole davanti al mistero not-
turno. La luna / Illumina forse gli amori tristi degli uomini, / Appare velata di lacrime e bruma sì come Venere / Sorge dal mare nel primo 
mattino del mondo / Del mondo sconvolto ancora fumante, con riso / Ahi quanto tenero e triste / Molto da allora è corso già il tempo ma 
ancora / Venere è triste e affanna il tenero seno / Pure è dolcezza infinita sentir la stanchezza / Dei nostril esausti cuori che ardono ancora / 
Per la notte dei tempi […] / All’anima del mondo, insaziabile. （Op.C., 152）
17 Cantù （1866: 694） は次のように述べている。Il processo della Guglielmina si connette con quello che fu poi fatto contra Matteo 
Visconti （グリエルミーナの裁判は、その後マッテーオ・ヴィスコンティに敵対してなされたことと繋がっている。）
18 実存的には、すでにかなり絶望的な状態だったと言っても良い。
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